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COPD 治療薬１日１回吸入「ウルティブロ®吸入用カプセル」の日本での発売について 

 

当社がノバルティス社へ導出しているグリコピロニウム臭化物（開発コード：NVA237、製品

名：シーブリ®吸入用カプセル 50µg*（以下、「シーブリ」））を含有する１日１回吸入のウルティ

ブロ®吸入用カプセル*（開発コード：QVA149、グリコピロニウム/インダカテロール、（以下、

「ウルティブロ」））が、本日、ノバルティス ファーマ株式会社により慢性閉塞性肺疾患（以

下、「COPD」）の気道閉塞性障害に基づく諸症状を緩解**するための気管支拡張剤として、発売

されましたので、お知らせいたします。 

 

有効性と安全性が確認されているシーブリ（長時間作用性抗コリン薬（LAMA））とオンブレ

ス®吸入用カプセル*（以下、「オンブレス」）（長時間作用性β2 刺激薬（LABA））の特徴を併せ持

つ配合剤であるウルティブロは、新たな標準治療薬として確立されることが期待されています。

また、シーブリ、オンブレス、そしてウルティブロに用いられる単容量型ドライパウダー吸入

器ブリーズヘラー®は、吸入抵抗が少ないため、吸入制限のある患者に適しており１、更に「見

る」・「聞く」・「感じる（味）」ことで吸入操作が正しく行われているかどうか確認できる設計

となっています。 

 

ウルティブロは本年９月に日本および欧州において承認され、既にドイツとオランダにおい

て販売されています。ノバルティス社は、米国におけるウルティブロの承認申請を 2014 年の

下期（7月～12 月）に予定していると発表しております。 

 

なお、ノバルティス社の契約に基づき、当社はウルティブロの全世界の売上に対する一定率

のロイヤリティを受領することになっております。本件による 2014 年３月期の業績への影響

につきましては、現時点では確定しておりませんが、今後公表すべき事項が生じた場合、速や

かにお知らせいたします。 
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＜ご参考＞ 

 

シーブリについて： 

シーブリ®ブリーズヘラー®（欧州）/シーブリ®吸入用カプセル 50μg（日本）は、長時間作用

性抗コリン薬（LAMA）であり、2005 年４月に当社とベクチュラ社はノバルティス社にグリコピ

ロニウムの全世界の独占的開発・販売権を導出いたしました。１日１回吸入のシーブリは 2012

年９月に欧州と日本においてＣＯＰＤの諸症状を緩和するための気管支拡張剤として承認された

後、オーストラリア、カナダを含む 50 ヵ国以上においても承認されました。現在は、ドイツ、

英国、日本など主要な市場において販売開始されております。 

ノバルティス社は、米国におけるシーブリの承認申請を 2014 年の上期（1月～６月）に予

定していると発表しております。 

 

慢性閉塞性肺疾患(COPD)について： 

COPD は、たばこの煙などの有害物質を長時間にわたり吸入することで発症する肺の進行性

慢性疾患です。主な症状は、咳、痰や動作時の呼吸困難などで、患者さんの QOL が著しく低下

するだけでなく、症状は徐々に進行して、やがて呼吸不全を起こす命にかかわる病気です。現

在、国内の医療機関で COPD と診断された患者さんは約 22 万人と報告されている一方 2、疫学

研究から得られたデータからは 530 万人と推定されており 3、未治療の COPD 患者さんが多数存

在することが示唆されています。 

 
そーせいグループ株式会社について： 

そーせいグループは医薬品開発に注力するバイオ医薬品会社です。グローバルベースでの新

規開発品の導入や探索、自社開発や提携による研究開発活動を通じ、リスクコントロールされ

た開発品パイプラインを構築する独自の事業展開を図っております。 

そーせいグループに関する詳細な情報は、www.sosei.comをご覧下さい｡ 

 

 

* ウルティブロ®、シーブリ®、オンブレス®およびブリーズへラー®はノバルティス社の登録商標です。 
** 長時間作用性吸入抗コリン剤及び長時間作用性吸入β2刺激剤の併用が必要な場合。 
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